
目標

実績

目標

実績

目標

実績

款

項 性質

03

04

03

04

03

04

03

04

03

04

142 142
支援委員会延べ参加
者数（人）

↑

参加者数の増加が家庭
教育に対する意識を高め
ることにつながる。

計画 180 180212105
家庭教育連携支援委員会
の開催

・市民の参画と行政との協働
による推進体制を充実する。

・全体会及び専門部会（第１～
第３）を開催する。

・家庭教育に関する情報の収
集及び意見交換を行う。

・家庭教育の支援策について
の協議を行う。

・家庭教育推進のための協議
会の継続実施

212104
家庭教育ボランティア研修
会

・登録ボランティアの資質の向
上を図る。

・登録ボランティアの研修会を
実施する。

・研修内容の充実と参加者の
拡大 12 12

2,000 2,00080 80
講座への参加人数
（人）

↑

参加者数の増加が家庭
教育に対する意識を高め
ることにつながる。

計画

研修会への参加人数
（人）

↑

参加者数の増加が家庭
教育に対する意識を高め
ることにつながる。

計画 30 30

212103
家庭教育出前講座講師派
遣事業

・保護者に対して「教育の原点
は家庭にある」という理念の啓
発を図る。

・親としてのあり方を考える機
会とする。

・学校園やＰＴＡ等の要請に応
じて、登録講師を派遣し、家庭
教育のあり方等について講話
を行う。

・家庭教育についての啓発の
継続と講座内容の充実

アンケートによる肯定的
評価の割合

計画 95 95212102 草の根家庭教育推進事業

・すべての保護者に対して、学
習機会を提供する。

・4か月および３歳児健診時
に、パンフレットの配布等により
家庭教育の啓発を行う。

・小学校および中学校の入学
説明会時に、腹話術の上演、
講話、パンフレットの配布によ
り家庭教育の啓発を行う。

・保護者へ提供する学習内容
の充実

593 593
就学前・思春期家庭教
育学級参加者の評価
（％）

↑

212101
家庭教育アドバイザー事
業

子育て支援センター指導員と
連携し、保護者の子育ての悩
みを解消する。

・公立幼稚園で実施する「みん
なのひろば」に家庭教育アドバ
イザーを派遣する。

・保護者からの育児等の家庭
教育相談に応じる。

・親子遊びや親同士のネット
ワークづくりを支援する。

・子育て支援センターとの連携
による相談を実施

440 440

H27 H28 指標名 意味・算式等 H27 H28

手
　
段

相談件数（件） ↑

子育てに係る相談を解決
することが事業成果につ
ながる。

計画 245 245

事務
事業
コード

事務事業名 事業の目的 事業の内容 平成28年度 事業の目標
事業費の概算（千円） 活動/成果指標の状況 重点

新規

・家庭の教育力を向上させるため、保護者に対して、学習機会の提供や各種
啓発パンフレット等を通して、家庭教育の充実を図る。
・子どもの健全な生活習慣の定着を図る。

取組維持
②

中学生の朝ごはん摂取率
（％）

↑
全国学力・学習状況調査（H28の目標
値はH27全国平均値）

③

82.1

83.8 - - - -

- - -

86.3
目
　
的

施策の目的
(目指すべき姿)

・子どもが安心して健やかに成長できる家庭や地域の環境づくりを支援する
・家庭教育を「人づくり・まちづくり」の基礎として位置づけ、市民ぐるみの支援を図る。

成果指標

指標名（単位） 性質

-

H31 H32
（最終）

H29 H30

平成28年度 目指すべき姿 施策の方向性 ①
小学生の朝ごはん摂取率
（％）

↑
全国学力・学習状況調査（H28の目標
値はH27全国平均値）

87.6

指標の意味・算式等 H26
（基準年度）

H28

評
価
部
局

教育委員会
生涯学習部

関
連
部
局

施策コード 2121 施策名 家庭教育の推進

政策目標 未来を担う人が育つまち 施策目標 子ども・若者・家庭・地域がともに育ちあう環境づくり 主要施策 家庭の子育て力を高める環境づくり

30



31

款

項 性質H27 H28 指標名 意味・算式等 H27 H28

手
　
段

事務
事業
コード

事務事業名 事業の目的 事業の内容 平成28年度 事業の目標
事業費の概算（千円） 活動/成果指標の状況 重点

新規

03

04

03

04

03

04

施策全体事業費の概算（千円）
H27 H28

4,467 4,467

3,200 3,200
事業への参加人数
（人）

↑

参加者数の増加が家庭
教育に対する意識を高め
ることにつながる。

計画 45,000 45,000

参加者数の増減から「認
知度」「満足度」がうかが
える。

計画

212107 早寝早起き朝ごはん事業

・子どもの望ましい基本的生活
習慣を育成する。

・家庭・PTA・学校園・地域・行
政が一体となり、子どもの生活
リズムを向上させるための活
動を行う。

・すこやかネット事業の支援

・だんらんホリデー事業による
啓発実施 0 0

12,000 12,0000 0
社会教育施設への参
加者数（人）

↑212106 だんらんホリデー事業

・家族の対話や心のふれあい
を通して家族の絆を深める。

・市民の家庭教育に対する意
識を高める。

・毎月、ちらしを発行し啓発を
行う。

・社会教育施設等の無料開放
を実施する。

・協賛店舗の協力（割引等）に
より親のふれあいの機会を提
供する。

・５月・１０月に強化月間を設定
する。

・効果的啓発によるさらなる市
民への浸透

・協賛店の拡大

手
　
段

中学生の朝ごはん摂
取率（％）

↑ 全国学力・学習状況調査 計画 83.8 83.8

212109

家庭・子ども支援地域ネッ
トワーク事業（すこやか
ネット事業）〈上位施策変
更:旧2131〉

家庭・ＰＴＡ・学校園・地域・行
政が連携し、子育てを行う協
議会に対する支援を行う。

・しつけなどの家庭における教
育や子育て支援活動を行う。

・子どもの健やかな成長のため
の体験・交流活動を行う。

・子どもの安全安心のための
セーフティネットづくりを行う。

・地域における交流事業を実
施する。

・児童、生徒、保護者、地域へ
の周知を、地域、学校、行政が
協力実施


